
簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。

http://www.sunchalaine.com
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　東京金銀器工業協同組合は、
2月16日から始まる東武百貨店
池袋店での「WAZA2017」に出
品する。
　また、3月8日15時20分から、
「日本の伝統工芸品の将来を考

えるヒント（仮）」と題したセミナーを、小
西美術工藝社代表取締役社長のデー
ビット・アトキンソン氏を講師に迎え開
催する。なお、東京都の支援により昨年
11月に行った海外研修の報告会が17
時10分より行われる予定。

　3･11と言えば、忘れることのできな
い東日本大震災を想起させるが、宝石
業界においても記憶すべき日である。
　1969年3月11日、日本で初めて米国
宝石学会のダイヤモンドグレード基準
に基づくダイヤモンド・コース・セミナー
（3/11.12.13.17.
18.19）が開催され
た日で、いわゆる
GIA4Cシステムの
教育が始まった日なのです。以来今日
までそのシステムはダイヤモンド評価の
尺度として広く国内に普及しユーザー
がダイヤモンドの価値判断する時の基
準となった。
　日本時計PRセンターが1969年2月
1 5日に発行した雑誌「宝石学」
No.19P.32に掲載されたセミナー受講
者募集広告には、「主催：日本宝石学協
会、後援：中宝研、KK愛和、講師：山本
愛三（G・G）［筆者㊟山本憲蔵又は憲
三のミスプリントと思われる］、今井多一
郎（F・G・A）、並木正男、喜連川純、会
場：愛和宝石学セミナールーム」とある。

　この教育のスタートにかかわった
宝石学者の一人が2015年11月に84
歳で逝去された私の宝石学の恩師・
喜連川純先生です。生前先生が語っ
て下さったのは「昭和44年（1969）1
月17日熱海で、米国から帰国したば

かりの山本憲蔵氏
を中心に今井氏、
並木氏、私（喜連
川）の4人でGIAシ

ステムを日本にどう普及啓蒙していっ
たらいいのかの会議を開いた。熱海と
いうことも偶然だったが、なんと、その
日は金色夜叉の貫一が涙でくもらせ
て見せると言った1月17日だった」とい
う内容。先生の没後、ある研究会で先
生の偉業を発表するために資料調べ
をしていて3･11を知った。
　GIA4Cシステムの功罪はともかくと
して、日本の宝石学の黎明期、教育に
奔走した先達たちの尽力に対する感謝
の気持をもって、いつまでも記憶してい
きたいと思う。付け加えるならば1月17
日は、阪神・淡路大震災の日でもある。

銀
器
ニ
ュ
ー
ス

投稿：㈱ワコー宝飾 山岸昇司
宝石業界の３・１１

一
直
線
に
好
調
な
部
門
も
あ
る

　

景
気
循
環
の
言
葉
が
虚
し
い
ほ
ど
消
費

不
況
は
長
い
。人
手
不
足
と
か
訪
日

外
国
人
の
増
加
な
ど
メ
デ
ィ
ア
は
騒

ぐ
が
、我
々
末
端
の
時
計
、宝
飾
の
小

売
は
何
も
変
わ
ら
ず
に
苦
境
に
あ
え

い
で
い
る
。私
の
店
も
同
様
な
の
だ
が
、

一
直
線
に
伸
び
て
い
る
部
門
も
あ
る
。

具
体
的
な
話
は
控
え
る
が
、世
の
中
の

激
し
い
変
化
も
俯
瞰
的
に
眺
め
て
み

れ
ば
大
河
の
如
き
も
の
で
あ
る
。そ
の

流
れ
に
沿
っ
て
販
促
を
行
え
ば
結
構

効
果
は
あ
る
も
の
だ
。肝
要
な
の
は
そ

の
流
れ
の
見
極
め
で
あ
ろ
う
。

　

１
月
は
ウ
ォ
ッ
チ
が
昨
年
を
ク
リ

ア
し
宝
飾
が
い
さ
さ
か
の
苦
戦
、そ
う

い
う
意
味
で
は
普
段
と
変
わ
り
映
え
し
な

い
１
月
だ
っ
た
の
だ
が
、客
数
が
じ
り
じ
り

と
落
ち
て
い
る
の
が
不
安
で
あ
る
。（
Ｎ
）

1月の景況感アンテナ

（たかの耕一:tagayasu@xpoint-plan.com）

　
「
先
生
、先
生
、大
変
だ
あ
」。赤
坂
氷
川
下
海
舟
邸
は
坂
の

途
中
に
あ
っ
て
、玄
関
は
道
路
か
ら
少
し
上
が
っ
た
所
に
あ

る
。こ
だ
わ
り
の
な
い
海
舟
ら
し
い
質
素
な
門
構
え
だ
。そ
の

日
、一
人
の
男
が
息
せ
き
切
っ
て
、玄
関
前
の
石
段
を
転
が
り

な
が
ら
飛
び
込
ん
で
き
た
。「
な
ん
で
え
、朝
っ
ぱ
ら
か
ら
け
た

た
ま
し
い
な
。大
変
は
、熊
公
の
専
売
特
許
だ
ぜ
」。海
舟
は
、

庭
に
面
し
た
縁
側
で
書
を
認
め
て
い
る
。「
お
い
、遠
慮
は
い
ら

ね
え
、こ
っ
ち
へ
回
ん
な
」。海
舟
は
座
り
直
し
、庭
の
木
々
に

目
を
移
す
。梅
が
終
わ
り
、桜
花
が
ピ
ン
ク
色
に
膨
ら
み
始
め

て
い
る
。本
居
宣
長
の
言
う
よ
う
に
、美
し
さ
と
強
さ
を
併
せ

も
つ
桜
花
は
、武
士
の
象
徴
だ
。「
日
本
人
も
弱
く
な
っ
た
も

の
よ
」。海
舟
の
口
か
ら
、フ
ッ
と
溜
息
が
漏
れ
る
。「
腰
抜
け
ば

か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。

　
「
あ
、い
た
い
た
、先
生
、お
帰
り
」。ぬ
っ
と
長
い
顔
を
見
せ
た

の
は
、廻
船
問
屋
伊
勢
屋
の
倅
だ
。「
お
う
、長
次
郎
か
い
。昨
日

長
崎
か
ら
帰
っ
た
」。海
舟
は
言
い
、「
お
民
、茶
を
く
れ
」と
、奥

の
部
屋
の
女
房
に
声
を
か
け
る
。そ
し
て
振
り
返
り
、「
で
、な
に

が
大
変
な
ん
だ
い
？
吉
原
通
い
が
ば
れ
て
勘
当
で
も
食
ら
っ
た

か
い
？
」と
、笑
う
。「
い
え
、今
度
は
ち
が
う
、今
度
は
む
ず
か
し

い
。い
ろ
は
長
屋
の
知
恵
じ
ゃ
無
理
だ
。軍
艦
奉
行
の
先
生
で

な
き
ゃ
」。「
大
家
さ
ん
が
聞
い
た
ら
怒
る
ぜ
」。「
黒
船
よ
黒
船
、

平
成
の
黒
船
だ
」。「
な
ん
で
え
そ
り
ゃ
？
」。「
ア
メ
リ
カ
の
新
大

統
領
、ほ
ら
、歌
留
多
と
か
い
う
野
郎
、犬
も
歩
け
ば
ボ
ー
と
し

て
る
、猫
に
コ
ン
バ
ン
ワ
・・・
」。「
は
は
は
、そ
り
ゃ
ト
ラ
ン
プ

じ
ゃ
ね
え
か
」。「
ア
メ
リ
カ
じ
ゃ
そ
う
だ
が
、日
本
じ
ゃ
歌
留
多

だ
。野
郎
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ぶ
ち
壊
し
た
挙
句
、二
国
間
自
由
貿
易

な
ん
て
ぬ
か
し
や
が
る
。ど
う
ち
が
う
か
わ
か
ん
ね
え
け
ど
」。

「
そ
り
ゃ
む
ず
か
し
い
な
、そ
う
か
お
め
え
ん
と
こ
貿
易
商
だ

な
」。「
親
父
な
ん
か
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
頭
抱
え
て
寝
込

ん
で
ら
。こ
こ
は
一つ
孝
行
息
子
と
し
て
な
ん
と
か
し
た
い
」。

　
「
が
が
が
、そ
り
ゃ
大
変
だ
」。座
敷
の
奥
か
ら
不
気
味
な
声

が
響
く
。長
次
郎
が
首
を
伸
ば
し
て
の
ぞ
き
こ
む
と
、床
の
間

の
脇
で
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
、一
人
の
侍
が
ご
ろ
り
と
寝
転

ん
で
い
る
。「
わ
、汚
ね
え
な
、で
っ
け
え
な
、先
生
、あ
の
マ
グ
ロ

み
た
い
の
、あ
り
ゃ
な
ん
だ
？
あ
ら
ら
、マ
グ
ロ
が
尻
掻
い
て
や

が
る
」。「
は
は
は
、俺
の
弟
子
で
な
、土
佐
の
坂
本
っ
て
ん
だ
。

長
崎
か
ら
い
っ
し
ょ
に
き
た
の
よ
」。「
へ
え
、土
佐
の
坂
本
ね

え
。え
？
先
生
、も
し
か
し
た
ら
、リ
ョ
、龍
馬
？
坂
本
龍

馬
？
」「
ほ
う
、知
っ
て
る
か
い
。龍
馬
、お
ま
え
さ
ん
も
有
名
に

な
っ
た
も
ん
だ
」。「
が
が
が
、お
い
、そ
こ
の
女
形
」。マ
グ
ロ
が

寝
転
ん
だ
ま
ま
大
声
で
叫
ぶ
。「
歌
留
多
じ
ゃ
が
の
、う
っ

ち
ゃ
っ
と
け
。や
つ
の
狙
い
は
単
純
じ
ゃ
き
。孫
子
の
兵
法
、相

手
を
ガ
サ
ガ
サ
揺
さ
ぶ
っ
て
、自
分
の
ペ
ー
ス
に
引
き
込
む
、

主
導
権
を
つ
か
む
。そ
れ
だ
け
じ
ゃ
き
」。「
先
生
、そ
う
な
の
？

孫
子
の
兵
法
？
う
っ
ち
ゃ
っ
と
け
ば
い
い
の
？
」「
そ
う
だ
な
、

龍
馬
の
先
読
み
は
、俺
よ
り
正
確
だ
」。ボ
リ
ボ
リ
頭
を
掻
き
、

龍
馬
が
起
き
上
が
る
。「
ま
ず
、歌
留
多
の
顔
を
立
て
る
。大
老

安
倍
守
は
小
器
用
じ
ゃ
き
、無
難
に
収
め
る
だ
ろ
う
さ
。歌
留

多
野
郎
、友
だ
ち
が
い
ね
え
上
に
敵
ば
っ
か
り
作
る
。武
道
の

奥
義
は
、敵
を
作
ら
ね
え
こ
と
、敵
を
味
方
に
す
る
こ
と
じ
ゃ

き
。味
方
を
敵
に
す
る
な
ん
ざ
最
も
愚
か
な
こ
と
じ
ゃ
き
。安

倍
守
が
友
だ
ち
に
な
る
。い
い
こ
と
じ
ゃ
き
」。「
で
も
、歌
留
多

は
傍
若
無
人
な
男
で
す
」。「
が
が
が
、野
郎
も
バ
カ
じ
ゃ
ね
え
。

利
口
で
も
ね
え
が
、そ
ん
な
こ
と
は
百
も
承
知
じ
ゃ
き
。損
得

に
敏
感
だ
。下
手
は
打
た
ね
え
よ
。ま
あ
、オ
タ
オ
タ
し
な
い
で

手
の
内
拝
見
じ
ゃ
い
」。「
先
生
」。「
そ
の
通
り
、親
父
に
も
そ

う
言
っ
て
や
れ
。そ
う
そ
う
長
次
郎
、俺
ん
と
こ
に
龍
馬
が
い

る
こ
と
は
内
緒
だ
ぜ
。幕
臣
の
俺
が
土
佐
者
を
居
候
な
ん
て

笑
い
話
じ
ゃ
済
ま
ん
」。

　

海
舟
が
指
を
立
て
る
。「
龍
馬
、ご
ろ
ご
ろ
し
て
る
の
も
飽

き
る
な
、釣
り
に
で
も
行
く
か
い
？
」。「
い
い
で
す
ね
え
先
生
、

で
も
、江
戸
湾
に
ク
ジ
ラ
は
お
ら
ん
な
」。世
の
中
騒
々
し
い
ほ

ど
、優
れ
た
人
材
が
必
要
だ
。

高野 耕一 No.314

平成の黒船か？
【2月14日】
◆研磨石の供給量削減と高価格
原石が研磨石価格の下支えとな
り、ダイヤモンドの需要は安定して
いる。
　研磨石の需要増加が見込めな
い状況下、1月の市場に10億ドル
を超える新たな高価格の原石が
投入された。
　高価な研磨石の供給過剰が予
想される。
　旧正月での金製品の売行きは
良好、宝石がセットされた宝飾品
は停滞気味。
　米国の小売業者は、バレンタイ
ンデーでダイヤモンド・ジュエリー
の繰延需要の掘起しに期待。
◆インド：高額紙幣廃止の影響が薄れつ
つあり、市場心理が改善。
　小売業者は、結婚シーズンでの需要増加
に伴い2カ月間停止していた仕入を再開。
　ダイヤモンドバイヤーは、香港ショー
（2/28）での予想される取引増加に慎重。
　小規模工場では、限られた資金量に依
然として警戒感があるが、研磨量は安定し
ている。
◆香港：ディーラーは旧正月の休暇から戻
りつつあり卸売市場は静か。
　春節の休暇期間中、香港は価格に敏感
な低所得層地域からの中国人を引き寄せ
ており、観光客数は安定している。
　中国では金需要が宝飾品の販売を促
進する一方、高額品よりも一般的な消費
が好調。

　0.30-0.70ct、F-H、VS-SI需要
が安定している。
　ファンシー・カラー・ダイヤモン
ドや色石は無色のダイヤモンドよ
りも利幅が大きい。
◆ 2 月 8 日 付 の R a p N e t 
D i am o n d I n d e x（前月比、
D-H,IF-VS2）は、ほぼ全てのサイ
ズが下落、引き続き0.5ctの下落
率が突出。
　平均価格は0.5ctが-3.1%、
1.0ctが-2.3%、0.7ctが-2.2%、
2.0ctが-2.1%と下落率が高い。
　他1.5ctが-1.6%、3.0ctが
-1.2%、0.3ctが-0.2%と続いてい
る。

　ベストプライスは2.0ctのみ+0.1%と微増。
　0.5ctが-2.3%となり、他は微減。
◆周大福、春節期間中の売上は中国国内
では上昇。
　周大福によると、旧正月期間中（1/14～
2/3）の中国本土での小売売上高が4%上
昇（既存店売上高は1%の上昇）となり、香
港での売上を上回った。
　総売上高の増加には金製品の売上が
大きく寄与しているが、今年の休暇期間に
はバレンタインデーが含まれていない為、
本土での宝飾品の売上高は20%の減少と
なった。
　対照的に香港とマカオの小売売上高は
11%の減少（既存店売上高は7%減少）、
宝飾品の売上高は37%の減少となった。

［提供 :㈱ネットジャパン http://www.net-japan.co.jp/market/2017/02/post_171.html］

Rapaport® Diamonds.Net「Market Comments    
2/9/2017」等より一部抜粋
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「
市
場
に
高
価
格
原
石
投
入
、

研
磨
石
の
供
給
過
剰
に
警
戒
感
」

　人よりも多くの知識を有するというこ
とは、それだけ優位に立つことは間違い
がない。国と国の情報戦の如きことでは
なく、世間一般我々の住む世界におい
ての事である。ネット全盛の今でも、医
者などに素人がそう簡単に疑義を出せ
るものではないし、学者や官僚などの知
的エリートなどもだいたい偉そうにして
いる。経済学などは身近なほうだからそ
うでもないが、原子物理学の専門家な
どが話し出せば
一般庶民はただ
ひたすらに聞き
役に徹するほか
はない。知ってい
ること、理解して
いること、そうい
う専門の知識を
持っている連中
というものは、自
然と権威を身に
まとうのである。
同時に知的に下

位の者、素人に限らずたとえば大学院
生などが教授にモノを申すというのは
なかなか度胸がいることで、一喝されて
それでおしまいなんてことは、どこにでも
ある風景である。あるいはごくごく親しい
仲間同士であったとしても、一人が知
的に急激に上昇してしまうと集団から
浮き上がったり、逆に仲間を見下すこと
がよく起きる。知識を有するということ
は、対等な人間関係さえも自然と上下
の関係に変えてしまう不思議なエネル
ギーを内在しているということだろうか。
　とりわけ見下すという心理は、知的
に上昇すればするほど高じてくるもの
で私は「インテリ症候群」とひそかに呼
んではいるが、一過性で済んでしまう
人よりも生涯この災いに取りつかれて
しまっている人のほうが遥かに多いの
である。知識人同士の議論がえてして
相互軽蔑に終始しがちなのは、相手を
見下すという心理が作用しているから

28
路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア
知識を有することの
危うさについて
「インテリ症候群」の
人々の心理とは に違いない。

　それだけではなくこの心理の裏側に
はごまかすという心理が張り付いてい
る。この程度の虚飾なら分からないだ
ろうという心理である。確かに知らない
ということは困ったことで専門用語を
駆使されたら、はいはいと聞くしかな
い。今でこそ医療ミス訴訟は当たり前
になったが、それまではだいたい医者
の言う通りが通り相場だから、裁判な
ど起こせるはずがない。それを当て込
んでのごまかし説明など掃いて捨てる

ほどあっただろう。日本の一般予算と
特別予算の関係も複雑多岐に渡って
いてすぐに誰でも理解できるようには
作られていない。ここにも知的エリート
の傲慢さとごまかしの心理がほのみえ
る。たぶん海外の翻訳ものなども実際
は怪しいものも結構あるだろうが、少数
派の外国語ではそう簡単に見抜けるも
のではない。身近では産地偽装なども
そうで、知る人ぞ知るで、いくらでもごま
かせるものである。
　けれどもこれらの事案についてそれ
にかかわった人間の倫理性を問題視
してもたぶん何も解決しない。情報公
開という道筋も違うと思う。知識という
ものの不可思議ともいうべき魔力と
我々が向き合うことが唯一の道であ
る。あるいはこうも言えるかもしれない。
日本人的特性としての知的権威への
必要以上の平伏が、天皇制の権威の
確立と繋がっていて、それが代々伝統

のように受け継がれてきたと。
　知識を得ていく上昇過程というのは
特別なものではなく、人間にとってごく
普通の自然な事でもあるにもかかわら
ず、その量と理解度の差異が人と人の

間に亀裂を生んでしまうことについて、
自戒をこめてだが、我々ホモサピエンス
は深く考えていかねばならないだろう。
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　 cosmoloop.22k@nifty.com
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